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◎
目
次

は
じ
め
に

３

鶉
れ一一一ｒ計
Ｆ
一
■
一

病
院
外
来
の
限
界
と
、
か
か
り

つ
け
医
の
役
割
…
…
大
場
敏
明

１６

。
初
期
認
知
症
を
見
逃
さ
れ
て
症
状
悪
化
、
受
診
拒
否

１６

。
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
よ
る
往
診
開
始

１８

。
小
規
模
多
機
能
型
の
通
所

へ
　
２０

そ
の
人
ら
し
い
生
き
方
を
支
援
。

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
の
挑
戦
…
…
高
杉
春
代

２２

一露
露
ギ
ま
●

急
増
す
る
認
知
症
、
ま
も
な
く
患
者
数
５
０
０
万
人
に

２６

一大
一場
敏
一明



・
高
齢
化
と
生
活
習
慣
病
に
よ
り
急
増

２６

・
認
知
症
医
療
の
こ
れ
か
ら
は

「と
も
に
歩
む
時
代
」
２９

あ
き
ら
め
ず
、
患
者
さ
ん
の
生
活
と
人
生
を
支
え
る
医
療
と
介
護

へ

３０

二
痴
呆
症
」
は
人
生
を
あ
き
ら
め
る
し
か
な
か

っ
た
２０
世
紀

３０

。
初
の
治
療
薬
と
新
し
い
介
護
保
険
制
度

３２

２０
世
紀
末
の

「痴
果
症
問
題
」
は
、
い
ま
も
再
生
産
さ
れ
て
い
る

３５

。
問
題
が
多
か

っ
た

「痴
呆
症
入
院
医
療
」
３５

。
２０
世
紀
末
の
認
知
症
医
療

３６

。
横
行
し
て
い
た
、
患
者
さ
ん
に
対
す
る

「三
つ
の
拘
束
」
３７

・
患
者
さ
ん
の
生
活
と
人
生
を
見
な
い
治
療

・
介
護

３９

。
い
ま
こ
そ
、
か
か
り
つ
け
医

（町
医
者
）
の
出
番

４‐

・
認
知
症
医
療
と
介
護
の

「新
時
代
」
を
浸
透
さ
せ
よ
う

４２

【証
言
】
―
―
―

認
知
症
の
方
に
寄
り
添

っ
て
…
…

４４

か
か
り

つ
け
医
で
も
可
能
に
な

つ
て
き
た
認
知
症
医
療

４６

。
「と
も
に
歩
む
」
認
知
症
新
時
代

４６

・
期
待
さ
れ
る
、
か
か
り
つ
け
医
の
活
躍

４８

。
早
期
発
見

・
早
期
対
応
を
地
域
の
か
か
り
つ
け
医
の
手
で

５０

。
生
活
習
慣
病
患
者
さ
ん
か
ら
早
期
発
見
を

５２
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・
認
知
症
は
、
か
か
り
つ
け
医
が
診
る

５３

・
画
像
診
断
技
術
の
発
達

。
普
及

５５

ｏ
４
種
類
の
認
知
症
治
療
薬
で
適
切
な
選
択
を

５７

・
認
知
症
治
療
は
、
医
療

・
介
護

。
地
域

（家
族
）
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
で

５８

若
年
性
認
知
症
の
方
も
増
え
て
い
る

６０

【事
例
】
―
―
１

４０
歳
で
発
症
。
当
ク
リ

ニ
ツ
ク
最
年
少
の
認
知
症
の
事
例

６‐

【事
例
】
―
―
―

精
神
科
の
薬
を
や
め
、
薬
調
整
と
通
所
介
護
事
業
所

へ
の
通
所
で
改
善

６６

【事
例
】
―
―
―

大
病
院
精
神
科
で
の
認
知
症
医
療
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
態

７‐

「地
域
包
括
，
ア
時
代
」

大
一場
敏
明

か
か
一■
一●
一■
一医
が
一取
サ
一組
一む
一記
一知
症
医
療

認
知
症
の
患
者
さ
ん
を
地
域
で
診
て
い
く
た
め
に

７６

・
臨
床
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に

７６

。
他
の
疾
患
で
外
来
通
院
中
に
発
見
で
き
た
例

（当
ク
リ
ニ
ッ
ク
統
計
）
７７

・
長
谷
川
式
ス
ケ
ー
ル
と
Ｍ
Ｒ
Ｉ

‐
Ｖ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｄ
の
結
果

（当
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
統
計
続
き
）

「も
の
忘
れ
外
来
」
の
す
す
め

８２

・
高
齢
者
患
者
が
多
い
医
院
は
、
も
の
忘
れ
外
来
の
開
設
を

８２
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。
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の

一も
の
忘
れ
外
来
」
開
設
初
期
４
年
間
の
経
験

８３

・
相
談
担
当
保
健
師
が
参
加

８４

。
最
近
の
も
の
忘
れ
外
来
、
患
者
さ
ん
の
動
向

８５

。
も
の
忘
れ
外
来
、
診
察
の
流
れ

８７

【事
例

　

一
般
外
来
か
ら
認
知
症
発
見
の
事
例
】
８９

①
８３
歳
の
高
齢
男
性
が
認
知
症
治
療
薬
で
大
幅
に
改
善

８９

②
糖
尿
病
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
薬
で
認
知
症
改
善

９２

③
ド
ネ
ペ
ジ
ル
で
暴
言

・
暴
力
、
往
診
に
よ

っ
て
改
善

９４

【証
言
】
―
―
―

か
か
り

つ
け
医
の
も
の
忘
れ
外
来
、
三
つ
の
メ
リ
ッ
ト

９７

訪
間
診
療

（往
診
）
で
認
知
症
を
診
る

‐００

。
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
認
知
症
の
訪
問
診
療

（往
診
）
１００

ｏ
２
０
１
１
年
か
ら
３
年
間
の
認
知
症
往
診
事
情

１０１

【事
例
】
―
―
―

初
め
て
の
患
者
さ
ん

へ
の
往
診
は
、
初
回
が
勝
負

‐０３

【証
言
】
―
―
―

訪
問
診
療
か
ら
見
え
る
認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
生
活

１０７

【事
例
】
―
―
―

往
診
に
よ

つ
て
介
護
家
族
も

一
緒
に
支
え
ら
れ
る

‐０８

【証
言
】
―
―
―

大
場
先
生
と
の
出
会
い

‐１２

「地
域
包
括
ケ
ア
時
代
」
到
来
！

か
か
り

つ
け
医
が
中
心
と
な

っ
て
介
護

。
地
域
と
の
連
携
を

つ
く

つ
て
い
く
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・
厚
生
労
働
省
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
の
７
項
目

‐１４

。
「地
域
包
括
ケ
ア
時
代
」
の
到
来

１１８

・
重
要
な
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
、
怒
濤
の
三
連
続
紹
介

‐１９

【事
例
】
―
―
ｌ

①

困
り
果
て
た
奥
さ
ん
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

‐２‐

【事
例
】
―
―
ｌ

②

「家

の
中
に
誰
か
い
る
―
」
独
居
の
認
知
症
患
者
さ
ん

‐２２

【証
言
】
―
―
―

地
域
に
し

つ
か
り
し
た
医
療
体
制
が
あ
る
か
ら
こ
そ

‐２３

【事
例
】
―
―
ｌ

③

「ゴ
ミ
屋
敷
」
に
独
居
の
７０
代
女
性

１２５

・
認
知
症
ケ
ア
と
の
二
人
三
脚
、
か
か
り
つ
け
医
が
積
極
的
に

‐２６

認
知
症
一医
療
の

一重
一要
な
パ
■
一■
ナ
■
一一一一一一島
畔知
症
ケ
一フ

認
知
症
介
護
の
姿
勢
、
も
う

一
度
根
本
か
ら
考
え
直
し
て
み
ま
し
ょ
う

１３０

も
の
忘
れ
外
来
と
相
談
機
能

１３３

・
早
期
診
断
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に

‐３３

。
と
も
に
歩
む
認
知
症
ケ
ア
、
「医
療
と
介
護
の
両
輪
」
が
重
要

１３５

自
己
選
択
、
自
己
決
定
の
介
護
事
業
所
を
目
指
す

１３７

・
強
制
的
に
み
ん
な
で
や
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
各
自
が
自
己
選
択

１３７

高
杉
春
代
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認
知
症
の
人
が
通

っ
て
み
た
い
介
護
事
業
所

Ｉ

・
介
護
事
業
所
は
利
用
者
さ
ん
の
た
め
に
あ
る
べ
き

‐４０

・
的
確
な
支
援
で
、
患
者
さ
ん
は

「で
き
る
人
」

へ
と
変
化
す
る

‐４２

・
家
庭

へ
の
仕
掛
け
と
生
活
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

‐４４

【事
例
】
―
―
―

初
期
認
知
症
の
人
が
行
き
た
が
る
通
所
介
護
事
業
所
が
あ
る

‐４６

。
拒
否
す
る
患
者
さ
ん
に
は
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
の
利
用
を

‐４９

グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ら
、
自
分
ら
し
い
生
活
が
見

つ
か
り
ま
す

‐５０

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
試
み
る
認
知
症
高
齢
者
の
食
生
活
自
立
支
援

‐５‐

【証
言
】
―
―
―

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
居
者
の
見
守
り
と
的
確
な
支
援
を
す
れ
ば
必
ず
で
き
る

‐５８

【証
言
】
―
―
―

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
食
生
活
自
立
支
援
で
、
表
情
が
ど
ん
ど
ん
豊
か
に
な
っ
て
い
く

そ
の
人
の
人
生
を

つ
な
い
で
い
く
支
援
。
認
知
症
の
人
の

「自
分
史
づ
く
り
」

‐６２

・
患
者
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
歴
史
を
知
る

‐６２

，

。
自
分
史
の
回
想
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
携
わ

っ
て

‐６４

・
患
者
さ
ん
、
家
族
、
介
護
ス
タ
ッ
フ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ま
で
良
い
影
響

‐６８

【事
例
】
―
―
―

患
者
さ
ん
の
輝

い
て
い
た
人
生
を
反
劉
し
、
い
ま
を
介
護

１６９

終
の
棲
家
と
し
て
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
あ
り
方

‐７２

【事
例
】
―
―
―

穏
や
か
に
永
遠

の
眠
り
に
つ
い
た
入
居
者

１７３

【
息
子
さ
ん
か
ら
の
お
礼
の
手
紙
】
１７５
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【証
言
】

【証
言
】
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一家
族
一と
一地
域
一と
Ｌ
一〓
一も
一に
一歩
一む
一ケ
一，
■
一が
ヽ

患
者
一さ
一ん
一を
一輝
一か
せ
一る
・

若
年
性
認
知
症

・
家
族

の
会

１８３
　

　

・

・
介
護
者
を
支
え
る

「家
族
の
会
」
の
重
要
性

‐８３

。
よ
り
つ
ら
い
若
年
性
認
知
症
の
家
族

１８４

・
家
族
の
会
の
仲
間
と
歩
ん
で
い
く

１８６

【証
言
】
―
―
―

若
年
性
認
知
症
の
家
族
の
会

『ふ
れ
あ
い
』
‐８９

【証
言
】
―
―
―

認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
家
族
の
た
め
の

「三
郷
の
小
さ
な

つ
ど
い
」
‐９‐

独
り
暮
ら
し
の
認
知
症
支
援
と
地
域
の
支
え

１９２

・
独
り
暮
ら
し
の
認
知
症
高
齢
者
の
支
援

１９２

【事
例
】
―
―
―

介
護
し
て
い
た
お
隣
さ
ん
が
亡
く
な

つ
て
…
…

‐９４

認
知
症
ケ
ア
を
す
る
上
で
、
知

っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と

１９７

お
わ
り
に
…
…
大
場
敏
明

２０４

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
だ
か
ら
豊
か
で
、
素
晴
ら
し
い
お
別
れ
が
で
き
た

１７６

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
最
期
ま
で
、
そ
の
人
の
生
き
方
を
尊
重
し
て
…
…

１７８
高
杉
春
薇
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